
Ｈ 22年度 Ｈ 23年度

歳 入 決 算 額 23,581,536 21,936,875

歳 出 決 算 額 21,287,539 20,174,887

歳入歳出差引額
（形式収支）

2,293,997 1,761,988

翌年度へ繰り越
すべき財源

324,664 84,623

実 質 収 支 1,969,333 1,677,365

単 年 度 収 支 ▲ 731,541 ▲ 291,968

積 立 金 1,871 2,251

繰 上 償 還 金 0 0

積 立 金 取 崩 し 1,598,527 1,547,028

実質単年度収支 ▲ 2,328,197 ▲ 1,836,745

※H21年度は、湖西市、新居町、広域施設組合を合算している。（地方財政状況調査より）

平成23年度決算について

（単位：千円）

18,382,447 17,526,807 25,387,393

　 表－１　最近５か年の収支状況

区　　　分 Ｈ 19年度 Ｈ 20年度 Ｈ 21年度

16,891,292 15,852,130 22,539,620

1,491,155 1,674,677 2,847,773

106,650 111,900 146,899

1,384,505 1,562,777 2,700,874

141,554

192,561 178,272 813,151

3,045 5,270 2,781

0 0 0

313,807 720,968 674,378

▲ 118,201 ▲ 537,426

平成23年度の歳入は、諸収入につきましては、前年度に比べ10億4,188万7千円の減少となり、

国庫支出金につきましても、5億5,932万２千円の減少、市債につきましても3億360万円の減少となり

ました。一方、市税につきましては、固定資産税が前年度より減少したものの、市民税、市たばこ税、都

市計画税が増加したことにより、前年度に比べ1億93万6千円の増加となりました。地方交付税につき

ましては、前年度に比べ3億4,225万7千円の増加となりました。 

 こうした財政状況の中、新・湖西市総合計画に示された将来像「市民が誇れる湖西市」を実現するた

めの施策の積極的な推進に努めました。 

  当初204億７,000万円でスタートした予算は、5回の補正を行い、3億1,567万6千円を増額し、ま

た前年度からの繰越額5億8,934万8千円を加え、最終的には、213億7,502万4千円となりました。

   

Ⅰ  決算の状況   

1．決算規模  

平成23年度の一般会計は、 

    歳入      219億3,687万5千円(前年度235億8,153万6千円) 

    歳出      201億7,488万7千円(前年度212億8,753万9千円) 

 

となり、前年度に比べ歳入7.0％、歳出5.2％の減少となりました。 

  歳入歳出差引額(形式収支) 17億6,198万8千円から、繰越明許費の翌年度へ繰り越すべき財源

8,462万3千円を差し引いた実質収支は、16億7,736万5千円で、単年度収支は、▲2億9,196万8

千円となりました。 
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